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市民皆様が安心して利用していただくために 
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平成 7年に発生した兵庫県南部地震(阪神・淡路大震災)や平成 23年に発生した東北地方

太平洋沖地震、平成 28 年に発生した熊本地震により各地で多くの橋梁が甚大な被害を受け

ました。これを踏まえ佐伯市においても今後予想される大地震に対して、落橋などの致命的

な被害防止や、交差する道路、鉄道等への二次的災害を防ぐとともに、地震後の安全な避難・

輸送ルートを確保するために計画的な橋梁の耐震化対策が必要となります。 

 佐伯市が管理する 919 橋のうち、橋梁耐震化が必要とされる『橋長 15m 以上かつ 2 径間

以上』および『跨線橋及び跨道橋』の橋梁は 112 橋であり、そのうち耐震化済みと判断でき

る『兵庫県南部地震以降の設計基準(平成 8 年道路橋示方書以降)を適用』した橋梁を除く

と 97 橋となります。このうち、過年度までに耐震補強を実施した橋梁は 8橋とわずかであ

り、今後耐震化が必要となる橋梁は残り 89 橋となります。ただし、耐震補強済みの 8橋に

おいても、上部工の落橋防止対策が行われているだけで、下部工の耐震補強は未実施の状況

となっております。 

跨線橋 … 鉄道路線をまたぐ橋梁 

跨道橋 … 道路をまたぐ橋梁 
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今回、耐震化計画の対象とする橋梁は佐伯市が管理する 919 橋のうち、『橋長が 15m 以上

かつ 2 径間以上の橋梁』および『跨線橋および跨道橋』で兵庫県南部地震以降の設計基準

(平成 8年道路橋示方書以降)を適用した橋梁と「佐 1-48 女島小橋」を除く 96 橋について

橋梁耐震化計画を実施します。なお、既に上部工の落橋防止対策を実施している 8橋につい

ては、下部工の耐震補強のみの計画とします。また、「佐 1-48 女島小橋」は隣接する「佐

1-47 眺め橋」に歩道が確保されており、耐震化計画の対象から除外することとします。

市道 

1級 

市道 

2級 

市道 

その他 
合計 

全管理橋梁数 179 140 600 919 

うち耐震補強が必要な橋梁数 37 22 53 112 

 うち平成 30年度耐震化計画橋梁数 30 17 49 96 ※H8 道路橋示方書

を適用した橋梁

15橋および「女

島小橋」を除く 

平成 30 年度耐震化計画橋梁 96 橋 
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上部工落橋防止対策実施済橋梁 8橋 

耐震補強が必要な橋梁のうち 
兵庫県南部地震以降の設計基準(平成 8年道路橋示方書以降)適用橋梁 15 橋 
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 橋梁の耐震化については、地震の影響により橋脚が壊れないようにするための「下部工耐

震補強対策(橋脚耐震補強)」と地震による想定外の振動により橋桁が落下しないようにす

るための「上部工落橋防止対策(落橋防止システムの設置)」があり、耐震化計画の最終目標

はこれら上部工・下部工ともに耐震補強を行うこととします。まず、1段階目として上部工

の落橋防止対策を行い、対象とする全橋梁で 1 段階目の対策が完了した後に 2 段階目の下

部工耐震補強対策を実施する計画とします。なお、1 段階目では耐震化計画対象橋梁の 96

橋から既に上部工落橋防止対策を実施済みの 8 橋を除いた 88 橋を実施し、2 段階目につい

ては、耐震化計画対象橋梁である 96 橋を実施します。 

落橋防止対策(落橋防止システムの設置) 

耐震補強対策(橋脚耐震補強) 
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橋梁耐震化の優先度評価は、橋梁長寿命化修繕計画で設定した橋梁の重要度である「定性

的評価値」をもとに決定します。まず、橋梁諸元の項目で第一次緊急輸送道路に指定されて

いる道路に架橋されている橋梁を最優先させ、その次に第二次緊急輸送道路、跨線橋および

跨道橋に該当する橋梁の順に決定し、残りの橋梁は定性的評価値の降順で優先順位を決定

します。なお、定性的評価値が同点の場合は橋長が長い橋梁を優先させることとします。ま

た、橋梁耐震化の優先順位は 1段階目(上部工)と 2段階目(下部工)それぞれで決定します。 

以下に耐震化優先順位決定のフローを示します。 

第一次緊急輸送道路 … 県庁所在地、地方中心都市および重要港湾、空港等を連絡する道路 

第二次緊急輸送道路 … 第一次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点を連絡する道路 
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 各橋梁の「緊急輸送路の指定」と「定性的評価値」により優先度の評価を行い、橋梁耐震

化の優先順位を決定し、下表にまとめました。 
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 大規模地震の発生が懸念される状況で、市民の貴重な生命と財産を守るため、社会資本

の耐震化に向けた対応が喫緊の課題として取り組んでおります。沿岸に位置するととも

に、多くの河川が存在する佐伯市では、橋梁の耐震化が特に重要であり、今回決定した優

先順位が耐震化計画を実施する上で重要な指標となります。今後は、これらの検討結果を

もとに「耐震化に向けた個別施設計画」を策定し、迅速かつ効率的な橋梁耐震化に向けて

取り組んでいきます。 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

大分工業高等専門学校 都市・環境工学科 

教授 一宮 一夫 博士(工学) 

大分県佐伯市役所 建設課 道路維持係 
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